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品川区世論調査 

あ ら ま し 

この小冊子は、2014（平成 26）年に実施した「第 21 回世論調査」の要約版です。今回は、

経年変化をみる定住性や重点施策などの項目に加え、オリンピック・パラリンピック、防災、

地域活動への参加、健康などの項目についてもたずねました。調査の結果は、今後の区政運営

にあたり貴重な資料として活用してまいりたいと考えております。 

ご協力いただきました区民の皆様には心より御礼を申し上げるとともに、調査結果の概要を

お知らせいたします。 

 調査の内容 

 １ 定住性について 

 ２ 生活環境について 

 ３ オリンピック・パラリンピックについて 

 ４ 防災について 

 ５ 地域活動への参加について 

 ６ 介護保険について 

 ７ 認知症について 

 ８ 健康について 

 ９ 環境について 

 10 みどりについて 

 11 広報と情報化について 

 12 シティプロモーションについて 

 13 読書と図書館利用について 

 14 重点施策について  

調査概要 

■調査対象：品川区在住の満20歳以上の男女個人 

（平成26年６月１日現在） 

■抽出方法：層化２段無作為抽出法 

■対象者数：１,５００人 

■調査方法：調査員による個別面接聴取法 

■回 収 数：１,０７１人 

■回 収 率：７１.４％ 

■調査期間：平成 26 年６月 28日～７月 13 日 

■調査機関：株式会社 エスピー研 

第２１回

この要約版は、世論調査の結果を抜粋し、わかりやすくまとめたものです。詳しい調査結果は、第 21回世論調

査として区公式ホームページと、区政資料コーナー（第三庁舎３階）または、図書館で閲覧することができます。
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１ 定住性について 

■ 定住意向 区民の定住意向は高い

定住意向をたずねたところ、これからも引き続き品川区に「ずっと住みたい」（53.5％）と「当分は

住みたい」（37.4％）を合わせると90.9％で、定住意向は高くなっています。 

また、東京都、区部との比較でみると、東京都より 13.6 ポイント、区部より 11.7 ポイント高くな

っています。 

※注意点 

  東京都と区部は地域定住意向の調査結果 

  資料出所：東京都生活文化局「都民生活に関する世論調査」（平成25年） 

■ 定住意向理由 交通の便が良いという理由が上位

品川区に「ずっと住みたい」「当分は住みたい」と思う理由は、「交通の便が良いから」が80.6％と最

も高く、次いで「土地になじみや愛着があるから」（54.0％）、「買い物に便利だから」（53.9％）など

の順となっており、交通や買い物の便の良さが大きな理由となっています。 

ｎ

品 川 区 (1,071)

東 京 都 (2,010)

区 部 (1,302) 79.2

77.3

90.9

10.9

13.1

2.3

9.9

9.6

6.3

0.0

0.0

0.4

0% 50% 100%

定住意向 転出意向 わからない 無回答

（％）

交通の便が良いから

土地になじみや愛着があるから

買い物に便利だから

周囲の環境が良いから

仕事（商売）に都合が良いから

住宅に満足しているから

まちの雰囲気が好きだから

近所との付き合いがうまくいっているから

こどもを育てやすいから

こどもの教育環境が良いから

物価が安いから

高齢者・障害者が住みやすいから

その他

わからない

無回答

80.6

54.0

53.9

40.2

32.4

28.4

26.6

19.1

11.0

9.9

8.6

8.0

2.6

0.6

0.1

79.9

53.7

50.5

35.1

29.8

27.4

21.6

16.0

11.2

11.1

9.3

6.8

2.5

0.2

0.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

2014(平成26)年(ｎ＝974)

2012(平成24)年(ｎ＝1,037)

（％）
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２ 生活環境について 

■ 生活環境についての評価

交通や買い物の便での評価が高く、環境面での評価が低い 

生活環境を評価点でみると、「交通の便」や「買い物の便」での評価が高く、「住宅の密集具合」や「海・

川・運河などの水の汚れ」といった環境面での評価が低くなっています。 

評価点＝（「良い」の回答者数×５点＋「やや良い」の回答者数×４点＋「普通」の回答者数×３点＋「やや悪い」

の回答者数×２点＋「悪い」の回答者数×１点）÷回答者数 

図中、かっこのない値は2014（平成26）年の評価点を、かっこ付きの値は2012（平成24）年の評価点を示します。 

１　交通の便は

２　買い物の便は

３　集会施設などの利用の便は

４　生活道路の整備状況は

５　公園や子どもの遊び場は

６　日当たりや風通しは

７　景観やまちなみは

８　騒音や振動は

９　空気の汚れは

10　海・川・運河などの水の汚れは

11　まちの清潔さは

12　周囲の緑は

13　住宅の密集具合は

14　病院などの医療機関は（数・診療内容を含む）

15　高齢者のための施設（特養ホームなど）は

16　保健所などの健診・相談などは

17　子どものための施設（保育園など）は

18　障害者のための施設は

19　自治会・サークルなどの地域活動は

20　図書館や文化施設などは

21　スポーツ・レクリエーション施設などは

22　近所の付き合いは

23　祭りなど地域行事については

24　交通事故の危険性は

25　災害時の危険性は

26　防犯および風紀は

27　浸水・がけ崩れなどの危険性は

28　総合的にみてこの地域の生活環境は
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３ オリンピック・パラリンピックについて 

■ 東京オリンピック・パラリンピックに期待すること 

「経済効果・景気回復」が５割を超える 

東京オリンピック・パラリンピックに期待することをたずねたところ、「経済効果・景気回復」が51.1％

と最も高く、次いで「子どもたちがオリンピック・パラリンピックを間近で経験する機会」（40.7％）、

「まち（道路・施設など）の整備」（37.9％）などの順となっています。 

■ 2020年に向けて必要なこと  「区内のまちの整備」がほぼ５割

2020 年に向けて必要なことをたずねたところ、「区内のまちの整備」が 50.7％と最も高く、次い

で「子どもたちに向けた取り組み（英語力向上、トップレベル競技観戦ツアー、競技体験など）」（32.4％）、

「ボランティアの育成」（28.1％）などの順となっています。 

ｎ＝1,071

経済効果・景気回復

子どもたちがオリンピック・パラリン
ピックを間近で経験する機会

まち（道路・施設など）の整備

夢・感動・日本人としての一体感
など精神的な充実感

日本の良さの再認識

東京を訪れる外国人との交流

子どもたちの英語力やスポーツ
能力の向上

スポーツ環境の整備

その他

特にない

無回答

51.1

40.7

37.9

37.3

27.8

21.1

19.9

17.6

2.4

16.5

0.7

0 10 20 30 40 50 60（％）

ｎ＝1,071

区内のまちの整備

子どもたちに向けた取り組み
（英語力向上、トップレベル競技観戦ツアー、競技体験など）

ボランティアの育成

区内外国人観光客の誘致
（英語少し通じます商店街プロジェクトなど）

品川の魅力発信

スポーツをする機会の増加

区民の英語力向上

オリンピック・パラリンピックに向けた気運醸成の取り組み
（競技体験、パブリックビューイング、観戦ツアーなど）

障害者スポーツの推進（障害者水泳大会など）

産業の活性化に向けた取り組み
（新製品・新技術開発促進事業など）

50.7

32.4

28.1

25.4

24.9

20.4

19.6

17.0

12.4

11.8

0 10 20 30 40 50 60（％）

（上位 10 項目列挙） 
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４ 防災について 

■ 今後充実すべき防災対策 

「防災用品の備蓄」、「さまざまな情報発信」がそれぞれで高い 

今後充実すべき防災対策についてたずねたところ、＜自助・共助＞では「防災用品の備蓄」が78.4％

と最も高く、次いで「家具の転倒・落下防止対策」（58.4％）などの順となっています。＜公助＞では

「さまざまな情報発信」が 66.8％と最も高く、次いで「火災延焼防止のための木造密集地域対策」

（52.5％）などの順となっています。 

■ 防災に関して既に行っていること 

「防災用品を備蓄している」が６割半ば 

防災に関して既に行っていることをたずねたところ、「防災用品を備蓄している」が65.8％と最も高

く、次いで「指定されている避難所（学校など）を確認している」（47.2％）、「広域避難場所を確認し

ている」（30.6％）などの順となっています。 

ｎ＝1,071

防災用品の備蓄

家具の転倒・落下防止対策

家屋などの耐震診断・耐震補強工事

その他

特に必要はない

さまざまな情報発信

火災延焼防止のための木造密集地域
対策
防災訓練や起震車などによる地域や
避難所ごとの防災普及教育

その他

特に必要はない

無回答

公
助

自
助
・
共
助

78.4

58.4

36.8

3.2

6.5

66.8

52.5

45.8

3.8

7.4

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80（％）

ｎ＝1,071

防災用品を備蓄している

指定されている避難所（学校など）を
確認している

広域避難場所を確認している

勤め先（パートなどを含む）や学校の
防災訓練に参加したことがある

消火器による消火訓練をしたことがある

災害時、家族の集合場所・連絡方法を
決めている
応急救命講習（AED 講習含む）を受け
たことがある
地域の防災訓練・避難所訓練に参加
したことがある
耐震化構造の住宅に住んでいる・住宅
の耐震化工事を行った

耐震診断を行った

その他

特にしていない

無回答

65.8

47.2

30.6

29.9

28.9

25.1

23.2

15.4

14.8

8.6

1.0

12.2

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70（％）
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５ 地域活動への参加について 

■ 町会・自治会の加入状況 

「加入している」が５割半ば 

町会・自治会の加入状況をたずねたところ、「加入している」が 55.2％となっています。一方、「加

入していたことがある」（2.4％）と「加入したことがない」（28.4％）を合わせた『加入していない』

は30.8％となっています。 

■ 町会・自治会に期待すること 

「防災防犯の活動」が５割近く 

町会・自治会に期待することをたずねたところ、「防災防犯の活動」が46.8％と最も高く、次いで「高

齢者・障害者を見守り、支え合う活動」（43.4％）、「祭りなど親睦を深める行事や事業の実施」（36.4％）

などの順となっています。 

ｎ＝1,071

防災防犯の活動

高齢者・障害者を見守り、支え合う活動

祭りなど親睦を深める行事や事業の実施

子育てしやすい環境づくりへの取組み

その他

特になし

わからない

無回答

46.8

43.4

36.4

33.6

2.8

17.1

7.1

1.6

0 10 20 30 40 50（％）

ｎ

(1,071) 55.2

2.4

28.4 13.6

0.4

0% 50% 100%

加入している 加入していたことがある 加入したことがない

わからない 無回答

（％）
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６ 介護保険について 

■ 介護保険料についての意見 

「保険料が高くても、介護サービスが充実しているほうが良い」が４割半ば 

介護保険料についての意見をたずねたところ、「保険料が高くても、介護サービスが充実しているほう

が良い」が 45.1％、「介護サービスを多少おさえても、保険料が安いほうが良い」は 25.5％となって

います。また、「わからない」は28.5％となっています。 

■ 希望する介護形態 

「ホームヘルプサービスなどの介護サービスを利用しながら、できるだけ自宅

で生活したい」が３割 

希望する介護形態についてたずねたところ、「ホームヘルプサービスなどの介護サービスを利用しなが

ら、できるだけ自宅で生活したい」が29.7％と最も高く、次いで「家族の世話にならず、公的な老人ホ

ームなどの施設に入りたい」（17.8％）、「家族に介護してもらいながら、できるだけ自宅で生活したい」

（16.6％）などの順となっています。 

ｎ

(1,071) 45.1 25.5 28.5

0.9

0% 50% 100%

保険料が高くても、介護サービスが充実しているほうが良い

介護サービスを多少おさえても、保険料が安いほうが良い

わからない

無回答

（％）

ｎ

(1,071) 16.6 29.7 12.9 17.8 10.5

1.1

11.0

0.4

0% 50% 100%

家族に介護してもらいながら、できるだけ自宅で生活したい

ホームヘルプサービスなどの介護サービスを利用しながら、できるだけ自宅で生活したい

家族の介護が無理であれば、老人ホームなどの施設に入らざるをえない

家族の世話にならず、公的な老人ホームなどの施設に入りたい

家族の世話にならず、民間の有料老人ホームや介護つき住宅などに入りたい

その他

わからない

無回答

（％）
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７ 認知症について 

■ 認知症についての考え 

「自分や家族も認知症になる可能性があるので、詳しく知りたいと思う」が 

５割近く 

認知症についての考えについてたずねたところ、「自分や家族も認知症になる可能性があるので、詳し

く知りたいと思う」が46.9％と最も高く、次いで「身近な人に認知症の症状があり、認知症についてあ

る程度理解している」（27.9％）、「言葉は知っているが、関心がない」（15.1％）などの順となってい

ます。 

■ 認知症患者に支援できること 

「徘徊を見かけたら、家族・警察・区役所などに連絡する」が６割を超える 

認知症患者に支援できることをたずねたところ、「徘徊を見かけたら、家族・警察・区役所などに連絡

する」が62.0％と最も高く、次いで「声掛けするなど、直接本人に働きかける」（30.1％）、「家族の方

に話をきくなどして手助けする」（24.4％）などの順となっています。 

ｎ＝1,071

自分や家族も認知症になる可能性があるので、
詳しく知りたいと思う
身近な人に認知症の症状があり、認知症に
ついてある程度理解している

言葉は知っているが、関心がない

身近な人に認知症の症状がある（疑われる）が、
どうすればいいかわからない
友人や知人、近隣、顧客等に認知症の人や認知症の
人の家族がいるが、あまり関わらないようにしている

まったく知らない。聞いたことがない

その他

無回答

46.9

27.9

15.1

7.4

3.6

2.3

5.4

1.4

0 10 20 30 40 50（％）

ｎ＝1,031

徘徊を見かけたら、家族・
警察・区役所などに連絡する
声掛けするなど、直接本人に
働きかける
家族の方に話をきくなどして
手助けする
認知症を正しく理解する機会に
参加する

その他

特にできることはない

わからない

無回答

62.0

30.1

24.4

22.7

1.3

8.4

8.7

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70（％）
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８ 健康について 

■ 健康のために日ごろから行っていること 

「定期的に健康診断を受けている」が６割近く 

健康のために日ごろから行っていることをたずねたところ、「定期的に健康診断を受けている」が

58.6％と最も高く、次いで「近いところはバスやタクシーに乗らずに歩くようにしている」（48.1％）、

「規則正しく食事を取るようにしている」（46.3％）などの順となっています。 

■ 健康診断の受診率 

『受診している』が８割半ば 

健康診断の受診率をたずねたところ、「毎年受診している」が73.9％と最も高く、これに「２～３年

に１回は受けている」（10.2％）を合わせた『受診している』は 84.1％となっています。一方、「以前

は受診したことがあるが、ほとんど受けていない」（10.0％）と「いままで１回も受診したことがない」

（5.0％）を合わせた『受診していない』は15.0％となっています。 

（上位 10 項目列挙） 

ｎ

(1,071) 73.9 10.2 10.0 5.0

0.9

0% 50% 100%

毎年受診している

２～３年に１回は受けている

以前は受診したことがあるが、ほとんど受けていない

いままで１回も受診したことがない

無回答

（％）

定期的に健康診断を受けている

近いところはバスやタクシーに乗らずに歩くよ
うにしている

規則正しく食事を取るようにしている

睡眠時間を充分取るように心がけている

タバコは吸わないようにしている・タバコは
やめた

栄養のバランスに気をつけて食事をしている

日頃の生活の中で自分にあったストレス
解消方法を行っている

食事の献立に塩辛いものや油っこいものをひ
かえるようにしている

お酒を飲み過ぎないように気をつけている・
休肝日をもうけている

定期的に歯の健康診断を受けている

58.6

48.1

46.3

45.8

38.4

36.7

34.3

28.9

27.7

26.7

51.2

49.7

45.1

42.5

35.4

35.3

29.3

25.0

24.3

24.9

0 10 20 30 40 50 60 70

2014(平成26)年(ｎ＝1,071)

2012(平成24)年(ｎ＝1,134)

（％）
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９ 環境について 

■ 環境保全と経済の発展や生活の利便さの優先度 

「経済コストがかかっても、地球環境に負荷（負担）の少ない生活スタイル」

を選ぶ人が６割 

環境保全と経済の発展や生活の利便さの優先度をたずねたところ、「どちらかといえばＡに近い」が

32.5％と最も高く、これに「Ａに近い」（27.0％）を合わせた『Ａに近い』は59.5％となっています。

一方、「どちらかといえばＢに近い」（18.4％）と「Ｂに近い」（13.2％）を合わせた『Ｂに近い』は

31.6％となっています。 

  Ａ 経済コストがかかっても、地球環境に負荷（負担）の少ない生活スタイルを選ぶ 

  Ｂ 地球環境の大切さはわかるが、便利さ・安さを優先させる 

■ 環境を守るために日常生活で心がけていること 

『ごみ・資源の分別を徹底し、古紙・紙パック・缶・びん・ペットボトルなど

をリサイクルに出す』が７割近く 

環境を守るために日常生活で心がけていることをたずねたところ、「ごみ・資源の分別を徹底し、古紙・

紙パック・缶・びん・ペットボトルなどをリサイクルに出す」が67.8％と最も高く、次いで「詰め替え

用の洗剤やシャンプーなどを積極的に使用する」（66.1％）、「節電、節水を心がけている」（63.0％）

となっています。 

ｎ＝1,071

ごみ・資源の分別を徹底し、古紙・紙パック・缶・
びん・ペットボトルなどをリサイクルに出す
詰め替え用の洗剤やシャンプーなどを積極的に
使用する

節電、節水を心がけている

買い物をする時は、買い物袋などを持って行ったり、
過剰包装は断る
家電製品などを買う時は、省エネルギータイプの
ものを選ぶ

台所の生ごみは必ず水切りをする

ものを大切に使い、必要以上に買わない

使い終えた油を流さないなど、家庭排水に
気をつける

暖房は２０℃、冷房は２８℃を目安にする

マイカーの利用は控え、できるだけ電車やバスを
利用する

67.8

66.1

63.0

53.5

49.0

47.6

45.4

40.6

40.0

23.1

0 10 20 30 40 50 60 70（％）

（上位 10 項目列挙） 

ｎ

(1,071) 27.0 32.5 18.4 13.2 7.6

1.4

0% 50% 100%

Ａに近い どちらかといえばＡに近い

どちらかといえばＢに近い Ｂに近い

わからない 無回答
（％）
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10 みどりについて 

■ 品川区の緑について 

『多い』が４割近く 

品川区の緑についてたずねたところ、「とても多い」（5.7％）と「やや多い」（31.2％）を合わせた『多

い』は36.9％となっています。一方、「やや少ない」（38.1％）と「とても少ない」（7.5％）を合わせ

た『少ない』は45.6％となっています。 

■ 住居周辺の緑の変化 

「変わらない」が６割近く 

住居周辺の緑の変化についてたずねたところ、「増えた」が 10.2％、「変わらない」は 56.9％、「減

った」は15.0％となっています。 

ｎ

2014（平成26）年 (1,071)

2004（平成16）年 (1,101)

1.7

5.7

21.6

31.2

43.9

38.1

15.7

7.5

16.5

17.0

0.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても多い　　 やや多い　　 やや少ない　　

とても少ない     わからない　　 無回答

（％）

ｎ

2014（平成26）年 (1,071)

2004（平成16）年 (1,101) 7.5

10.2

56.8

56.9

23.3

15.0

11.8

17.5

0.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
増えた 変わらない 減った わからない 無回答

（％）
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11 広報と情報化について 

■ 区に関する情報の入手先 

「区のお知らせ 広報しながわ」が６割を超える 

区に関する情報の入手先をたずねたところ、「区のお知らせ 広報しながわ」が 63.0％と最も高く、

次いで「品川区ホームページ」（21.3％）、「町会回覧板での『○月の品川区からのお知らせです』（ちら

し）」（19.8％）などの順となっています。 

■ 「広報しながわ」の入手先 

「新聞（日刊六大紙）の折込ちらし」が８割近く 

「広報しながわ」の入手先をたずねたところ、「新聞（日刊六大紙）の折込ちらし」が78.5％と最も

高く、次いで「区内の駅、郵便局、公衆浴場、スーパーマーケットなど」（13.9％）、「図書館などの公

共施設」（9.8％）などの順となっています。 

（上位 10 項目列挙） 

区のお知らせ　広報しながわ

品川区ホームページ

町会回覧板での「○月の品川区からのお知らせで
す」（ちらし）

しながわガイド（便利帳）や区勢概要などの区発行
の冊子・パンフレット

新聞・雑誌

ケーブルテレビ（10ｃｈ  チャンネル10しながわ・11ｃ
ｈ  品川区民チャンネル）

ふれあい掲示板（統合ポスター）「○月のしながわ」

テレビ・ラジオ（ケーブルテレビ以外）

ガイド本やミニコミ誌

防災無線

63.0

21.3

19.8

12.9

11.7

11.4

9.7

4.8

1.8

1.7

62.4

25.0

21.4

20.8

10.3

14.7

11.1

7.7

0.6

1.9

0 10 20 30 40 50 60 70

2014(平成26)年(ｎ＝1,071)

2012(平成24)年(ｎ＝1,134)

（％）

新聞（日刊六大紙）の折込ちらし

区内の駅、郵便局、公衆浴場、
スーパーマーケットなど

図書館などの公共施設

品川区ホームページ

区役所から入手困難な方にお送
りしている個別郵送

その他

無回答

78.5

13.9

9.8

3.0

0.7

4.4

0.0

77.8

14.3

9.3

4.9

1.6

5.5

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

2014(平成26)年(ｎ＝675)

2012(平成24)年(ｎ＝708)

（％）
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12 シティプロモーションについて 

■ 品川区の魅力や地域イメージを伝えるための効果的な取り組み 

「新聞、雑誌、テレビ、インターネットなどで品川区が紹介されること」が 

４割を超える 

品川区の魅力や地域イメージを伝えるための効果的な取り組みについてたずねたところ、「新聞、雑誌、

テレビ、インターネットなどで品川区が紹介されること」が42.9％と最も高く、次いで「品川区の魅力

を伝える情報誌やマップの作成」（37.3％）、「区内の企業、商店街、大学・高校などと連携したイベン

トやＰＲ活動」（31.1％）などの順となっています。 

■ 品川区の将来像 

「水と緑が豊かで、美しい景観のまち」が４割を超える 

品川区の将来像についてたずねたところ、「水と緑が豊かで、美しい景観のまち」が41.3％と最も高

く、次いで「高齢者や障害者が安心して生活できるまち」（40.4％）、「災害や生活安全に配慮した、安

心して生活できるまち」（34.9％）などの順となっています。 

ｎ＝1,071

新聞、雑誌、テレビ、インターネットなどで
品川区が紹介されること
品川区の魅力を伝える情報誌やマップの
作成
区内の企業、商店街、大学・高校などと
連携したイベントやＰＲ活動

テレビや映画などのロケの誘致

品川区にゆかりのある著名人にＰＲを
協力してもらう
イメージキャラクターやシンボルマーク
（イメージロゴ）などをつくること

その他

特にない

わからない

無回答

42.9

37.3

31.1

24.6

18.5

9.2

3.1

10.0

11.4

0.7

0 10 20 30 40 50（％）

ｎ＝1,071

水と緑が豊かで、美しい景観のまち

高齢者や障害者が安心して生活
できるまち
災害や生活安全に配慮した、安心して
生活できるまち
職と住のバランスがとれた生活
しやすいまち

便利に生活できるまち

保育サービスが充実した子育てが
しやすいまち
様々な年代の人が交流し、人の
つながりが感じられるまち

教育に力を入れて、人を育成するまち

祭りや催しがたくさんある、にぎわいの
あるまち
文化と芸術（歴史と伝統を含む）を大切
にするまち

41.3

40.4

34.9

34.6

27.5

17.1

12.4

9.2

8.1

7.2

0 10 20 30 40 50（％）

（上位 10 項目列挙） 
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13 読書と図書館利用について 

■ １カ月の読書量 

＜紙の本＞では「ほとんど読まない」が４割、「１～２冊」が３割を超える 

＜電子書籍＞では「ほとんど読まない」が８割を超える 

１カ月の読書量をたずねたところ、＜紙の本＞では「ほとんど読まない」が40.0％となっています。

「１～２冊」は33.8％、「３～４冊」は15.6％となっています。 

＜電子書籍＞では「ほとんど読まない」が82.6％となっています。「１～２冊」（4.8％）、「３～４冊」

（1.7％）、「５～６冊」（0.8％）、「11冊以上」（0.4％）はいずれもわずかとなっています。 

■ 区立図書館に望む所蔵資料 

「専門書・実用書」が３割半ば 

区立図書館に望む所蔵資料についてたずねたところ、「専門書・実用書」が34.8％と最も高く、次い

で「児童図書」（18.8％）、「文芸書」（17.6％）などの順となっています。一方、「特にない」は32.5％

となっています。 

ｎ＝1,071

専門書・実用書

児童図書

文芸書

調べ物に役立つ参考図書（辞典等）

郷土資料（地域資料）

ＤＶＤ

新聞・雑誌

ＣＤ

中・高校生向け図書

各種データーベース

電子書籍

その他

特にない

無回答

34.8

18.8

17.6

16.8

13.4

13.4

10.4

7.8

7.2

6.5

3.9

2.4

32.5

1.5

0 10 20 30 40（％）

ｎ＝1,071

〈 紙 の 本 〉

〈 電 子 書 籍 〉 9.7

40.0

82.6

33.8

4.8

15.6

1.7

4.9

0.8

2.0

0.0

3.1

0.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど読まない １～２冊 ３～４冊 ５～６冊

７～10冊 11冊以上 無回答

（％）
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14 重点施策について 

■ 今後特に力を入れてほしい施策 

「防災対策」、「安全な市街地整備(老朽過密住宅地区の改良など）」、「高齢

者福祉」が上位３項目 

区の施策の中で、今後特に力を入れてほしい施策は、「防災対策」が35.2％と最も高く、次いで「安

全な市街地整備(老朽過密住宅地区の改良など）」（30.1％）、「高齢者福祉」（28.0％）、「生活安全（防

犯対策・歩行喫煙禁止など）」（25.0％）、「子育て支援」（20.3％）などの順となっています。 

（ｎ＝1,071）

防災対策

安全な市街地整備（老朽過密住宅地区の改良など）

高齢者福祉

生活安全（防犯対策・歩行喫煙禁止など）

子育て支援

保健・医療・健康

都市基盤（道路・下水道など）の整備

公園整備・緑化推進

環境問題（公害・清掃・リサイクルなど）

交通安全対策

再開発による地域整備

住宅対策

低所得者福祉

学校教育

生涯学習・スポーツ

障害者（児）福祉

都市景観

商業・中小企業対策

児童健全育成

就業支援

消費者問題

平和・国際化

ひとり親家庭福祉

社会参加（地域貢献活動）の促進

文化振興

観光

人権尊重・男女共同参画

地域情報化（マルチメディア）

特にない

わからない 　（※）　（　）は2012（平成24）年の値（ｎ＝1,134）

無回答 　（※）　「就業支援」は今回調査から追加

35.2(38.5)

30.1(25.3)

28.0(26.5)

25.0(24.5)

20.3(19.8)

16.7(16.8)

11.5(9.3)

11.1(9.7)

8.7(12.4)

8.1(11.2)

7.7(5.6)

6.3(4.8)

6.3(6.1)

6.3(8.3)

5.0(6.4)

4.9(5.6)

4.6(3.4)

3.5(4.4)

3.0(2.5)

3.0(-)

2.6(3.4)

2.2(1.5)

2.0(2.8)

1.7(1.9)

1.7(2.1)

1.3(0.6)

1.0(0.8)

0.9(1.8)

2.7(2.7)

2.7(2.0)

0.8(0.9)

0 10 20 30 40

35.2(38.5)

30.1(25.3)

28.0(26.5)

25.0(24.5)

20.3(19.8)

16.7(16.8)

11.5(9.3)

11.1(9.7)

8.7(12.4)

8.1(11.2)

7.7(5.6)

6.3(4.8)

6.3(6.1)

6.3(8.3)

5.0(6.4)

4.9(5.6)

4.6(3.4)

3.5(4.4)

3.0(2.5)

3.0(-)

2.6(3.4)

2.2(1.5)

2.0(2.8)

1.7(1.9)

1.7(2.1)

1.3(0.6)

1.0(0.8)

0.9(1.8)

2.7(2.7)

2.7(2.0)

0.8(0.9)

（％）
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